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論 文 内 容 要 旨          
 波長1.5 m帯エルビウム添加光ファイバ増幅器(EDFA: Erbium-Doped Fiber Amplifier)の出現によって光フ
ァイバ通信の大容量化は飛躍的に進展し、情報通信社会の礎となっている。EDFAによる10 W以上の高出力な
光増幅技術は、光ファイバ通信のみならず、衛星間光通信や光コムを利用した高精度光計測等への応用にも大変
有用であると期待されている。著者は波長1.48 mのカスケードラマンレーザ(CRL: Cascade Raman Laser)を





 第 1 章は序論であり、EDFA の高出力化に関する歴史的背景を踏まえた研究動向、および高出力 EDFA が必
要とされている新たな応用分野について述べ、高出力EDFAを実現するために解決すべき課題を明らかにし、本
研究の目的と論文構成を示している。 









長さを最適化している。そして実際に作製したEDFA を用いて、線幅 6 kHz のアセチレン周波数安定化ファイ













備し、この後段に、ソリトン断熱圧縮を実現するComb-like Profile dispersion Fiber (CPF)、およびDispersion 





繰り返しでパルス幅79 fs、出力13 Wのパルス光の生成に成功した。 
 
図1 10 GHz、13 W、79 fsの出力光の自己相関波形 
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 この結果はEDFAを用いて10 GHzの高い繰り返し周波数で100 fs以下の光パルスを10 W以上の高い出力で
生成できることを初めて明らかにしたものであり、EDFAの高機能化として極めて重要な成果と考えられる。得
られたパルス光の振る舞いについては非線形シュレディンガー方程式により得られた数値解析と整合しており、
本方式の有効性を確認することができた。本章ではさらに低非線形光増幅を実現する Very Large Mode Area 
EDFによる光増幅の検討も行い、CRLによる励起コア励起光増幅技術の今後の拡張性を述べている。 














光通信・計測工学の発展に寄与すると考えられる。     
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